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②お守りいただく内容の種類を次の表示区分であらわしています。

：してはいけない｢禁止｣を意味します。

：必ず実行していただく｢強制｣を意味します。

！

！

警告：死亡または重傷などを負う可能性を意味します。

注意：障害を負うまたは物的損害を発生させる可能性を意味します。

注意：本製品の故障を防止するための注意事項や、より満足に使用していただくための
　　　アドバイスを意味します。

！

①利用者様や他の人への危害・財産への損害などを未然に防止するため、必ずお守りいただくことを次のように
説明しています。

　取扱説明書に表示されている記号や用語は、表示内容を無視し誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の
程度を次のような表示区分であらわしています。

この度は当社製品をお買い求めいただき誠にありがとうございます。ご使用の前に取扱説明書を確認の上、
正しくお使いください。確認後は、本取扱説明書を大切に保管してください。また利用者様の身体状況や環境
が変化した場合には、福祉用具専門相談員などの専門の方に相談し適切な処置を受けてください。

安全にお使いいただくために

安全上の注意 必ずお守りください

据え置き型コンパクトリフト　リーチ＜電動式＞



̶ 1 ̶

注意事項

①本製品は車いす専用のリフトです。本来の目的以外に使用しないでください。
思わぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

②電動車いすは使用できません。
③本製品を改造しないでください。

破損や事故につながるおそれがあります。

④本製品には正しい向きがあります。前後／左右間違えて使用しないでください。
思わぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

⑤ほかの製品を組み合わせて使用しないでください。
破損や事故につながるおそれがあります。
（例）本製品にスロープをかけて使用、踏み台を組み合わせて使用など

⑥本製品は屋内専用の昇降リフトです。屋外では使用しないでください。
電動モーターやリモコンが雨で濡れると、感電したり故障する原因になります。また、フレーム部分が腐食し、使用できなくなります。

⑦搭乗定員は1名です。
定員を超えると故障・転落事故の原因となります。

⑧最大上昇荷重は120kg、最大耐荷重（保持）は150kgまでです。
　車いすなども含め、総重量が150kgを超える状態では使用しないでください。

故障や転落により事故につながるおそれがあります。

⑨使用する車いすのサイズを確認して使用してください。（P5「車いすサイズの確認」参照）
転落や転倒により事故につながるおそれがあります。

⑩リモコン操作は取り扱いを理解できる方が行ってください。
お子様や操作を理解できないと思われる方（認知症の方など）が一人でリモコンに触れる可能性がある場合（介護する方が外出されるとき
など）は、電源プラグをその都度抜いて誤操作による事故を未然に防いでください。
また、操作する方および介護する方は必ず、リモコンの操作方法を理解した上で使用してください。

⑪夜間に使用される場合は、照明器具などを用いて十分な明るさを確保してください。
転落や転倒により事故につながるおそれがあります。

⑫最大使用可能段差を超える場所では使用しないでください。
⑬設置場所は平らな固い床面にしてください。

不安定になり転落・転倒するおそれがあります。

⑭ガタつきが発生する場所では使用しないでください。
不安定な場所で使用すると、転落や転倒により事故につながるおそれがあります。

⑮壁面やあがりかまちなどのすき間に注意してください。
転落やはさみ込みによる事故、家屋の破壊につながるおそれがあります。

⑯電源コードはテーブルやベースユニットにはさみ込まないよう、必ず壁際に固定してください。
コードが傷むことで漏電し、感電や火災のおそれがあります。またコードが断線し、本製品が動かなくなるおそれがあります。

⑰転落防止用ガード・車輪止めプレートは必ず使用してください。
テーブルへの乗り降りで転落するおそれがあります。

⑱土や砂、雪などが走行面にある場合は、必ず清掃して使用してください。
滑って転倒・転落するおそれがあります。

⑲テーブルへ乗り降りする場合は、テーブルの手前で一旦停止し、ゆっくりと乗り降りしてください。
勢いよくテーブルへ乗り降りすると、転倒・転落するおそれがあります。

⑳車いすの足置きや転倒防止バーが走行面に接触しないように調整してください。
走行するときに引っかかり、事故につながるおそれがあります。

㉑異音など昇降動作に異常がある場合は、使用しないでください。
思わぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

！ 警告 ㉒室内側からテーブルへ乗り降りする場合は、テーブルをあがりかまちと同じ高さにして行い、玄関側から
テーブルへ乗り降りする場合は、テーブルを一番下に下げた状態で行ってください。
テーブルが一番下まで下っている状態やあがりかまちの高さと合っていない状態で乗り降りすると、転倒・転落するおそれがあります。

㉓車いすの4輪がすべてテーブルの上を通るように気をつけてゆっくりと乗り込んでください。
ななめに移動すると転倒・転落するおそれがあります。

㉔昇降時はテーブルの中央に車いすを止め、ブレーキを必ずかけて使用してください。
テーブルの端に車いすを停めると不安定になり、転倒・転落や思わぬ事故につながるおそれがあります。

㉕昇降時には、常に利用者様や車いすの状態に注意し、昇降動作によるはさみ込みや干渉が起こらない
よう注意してください。

㉖テーブルの昇降動作中に乗り降りしないでください。
転倒・転落するおそれがあります。

㉗テーブルの昇降動作中はテーブル上でむやみに動かないでください。
転倒・転落するおそれがあります。

㉘テーブル上で立ち上がったりしないでください。
転倒・転落するおそれがあります。

㉙昇降時はペットなどが下に入り込まないよう周辺を確認して操作してください。
㉚リフト使用後はテーブルを下げた状態にしてください。
㉛下降時はテーブルの下に手や足を入れないでください。

手や足をはさまれてケガをするおそれがあります。

32テーブルの下に物などを置かないでください。
33テーブルから前進して降りる場合は、車いすの前方へ体重をかけながら降りないでください。

前のめりになり転倒するおそれがあります。

34モーターカバーにつかまったり、寄りかかったりしないでください。
転落や転倒により事故につながるおそれがあります。

35モーターユニットに水をかけないでください。
電動モーターやリモコンが濡れると、感電したり故障する原因になります。



̶ 2 ̶

注意事項

①本製品は車いす専用のリフトです。本来の目的以外に使用しないでください。
思わぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

②電動車いすは使用できません。
③本製品を改造しないでください。

破損や事故につながるおそれがあります。

④本製品には正しい向きがあります。前後／左右間違えて使用しないでください。
思わぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

⑤ほかの製品を組み合わせて使用しないでください。
破損や事故につながるおそれがあります。
（例）本製品にスロープをかけて使用、踏み台を組み合わせて使用など

⑥本製品は屋内専用の昇降リフトです。屋外では使用しないでください。
電動モーターやリモコンが雨で濡れると、感電したり故障する原因になります。また、フレーム部分が腐食し、使用できなくなります。

⑦搭乗定員は1名です。
定員を超えると故障・転落事故の原因となります。

⑧最大上昇荷重は120kg、最大耐荷重（保持）は150kgまでです。
　車いすなども含め、総重量が150kgを超える状態では使用しないでください。

故障や転落により事故につながるおそれがあります。

⑨使用する車いすのサイズを確認して使用してください。（P5「車いすサイズの確認」参照）
転落や転倒により事故につながるおそれがあります。

⑩リモコン操作は取り扱いを理解できる方が行ってください。
お子様や操作を理解できないと思われる方（認知症の方など）が一人でリモコンに触れる可能性がある場合（介護する方が外出されるとき
など）は、電源プラグをその都度抜いて誤操作による事故を未然に防いでください。
また、操作する方および介護する方は必ず、リモコンの操作方法を理解した上で使用してください。

⑪夜間に使用される場合は、照明器具などを用いて十分な明るさを確保してください。
転落や転倒により事故につながるおそれがあります。

⑫最大使用可能段差を超える場所では使用しないでください。
⑬設置場所は平らな固い床面にしてください。

不安定になり転落・転倒するおそれがあります。

⑭ガタつきが発生する場所では使用しないでください。
不安定な場所で使用すると、転落や転倒により事故につながるおそれがあります。

⑮壁面やあがりかまちなどのすき間に注意してください。
転落やはさみ込みによる事故、家屋の破壊につながるおそれがあります。

⑯電源コードはテーブルやベースユニットにはさみ込まないよう、必ず壁際に固定してください。
コードが傷むことで漏電し、感電や火災のおそれがあります。またコードが断線し、本製品が動かなくなるおそれがあります。

⑰転落防止用ガード・車輪止めプレートは必ず使用してください。
テーブルへの乗り降りで転落するおそれがあります。

⑱土や砂、雪などが走行面にある場合は、必ず清掃して使用してください。
滑って転倒・転落するおそれがあります。

⑲テーブルへ乗り降りする場合は、テーブルの手前で一旦停止し、ゆっくりと乗り降りしてください。
勢いよくテーブルへ乗り降りすると、転倒・転落するおそれがあります。

⑳車いすの足置きや転倒防止バーが走行面に接触しないように調整してください。
走行するときに引っかかり、事故につながるおそれがあります。

㉑異音など昇降動作に異常がある場合は、使用しないでください。
思わぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

①緊急用電源に使用する電池には使用期限があります。
使用期限を超えた電池を装着したままにすると、液もれや破裂などのおそれがあったり、実際に使用
したい場合に動かないことがあります。
1度も使用していなくても使用期限が切れた電池は使用しないでください。
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②ネジやアンカーで固定して使用しないでください。
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各部名称

以下の部品が全てそろっているか、破損・変形などしていないかを確認してください。
万が一、部品の不足・破損があった場合は、お買い求めの販売店にご連絡ください。

取扱説明書
：1部

付属品

ベースユニット・スロープパーツ

テーブルユニット

モーターユニット

モーターカバー・スロープ本体

ベースフレーム：1台

モーターユニット：1台
ワイヤレス（無線）
リモコン：1台

（有線）リモコン
：1台

9V角型乾電池
：2ヶ
（緊急電源用）

モーターユニット
固定ネジ：1ヶ

コードカバー：1ヶ

モーターカバー
：1台

テーブル：1台

モーター側保護カバー：1枚 側面用保護カバー：3枚

転落防止用ガード：1ヶ

スロープ本体：1台

【テーブル裏面】

スロープ固定金具
：2ヶ

ボルト：2ヶ

車輪止めプレート：1ヶ

転落防止用プレート：1ヶ

固定プレート：1ヶ

ボルト：5ヶ
ナット：5ヶ

ボルト：3ヶ
ナット：3ヶ

ナット：2ヶ

ナット：4ヶ

ワッシャープレート：2ヶ

テーブル側面キャップ：6ヶ

モーターユニット固定ネジ：4ヶ

① リンクフレーム

② ベースフレーム

③ アジャスター（4ヶ所）

⑥ モーター
⑤ ロングピン

⑦ モーター
　 フレーム

⑧ フック

⑨ コード固定クリップ
　 （8ヶ所）

⑫ テーブル固定ピン
　 （2ヶ所）

⑬ 取り付け用リング

④ ショートピン

⑩ 保護カバー取り付けピン
　 （9ヶ所）

⑪ テーブルキャップ
　 （2ヶ所）

12V-23A
乾電池：1ヶ
※単5乾電池では
　ありません
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設置レイアウト
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リーチ

玄関ドアの正面にあがりかまちがある場合【直進使用】

帰

　宅

　時

車いすをテーブルに
乗せます。

テーブルをあがりかまち
と同じ高さまで上げます。

家の中へ進みます。

外

　出

　時

車いすを前向きに
テーブルに乗せます。

テーブルを下げます。 家の外へ進みます。

玄関とあがりかまちの位置関係からレイアウトを決めます。

玄関ドアに対して右側や左側にあがりかまちがある場合【回転使用】

帰

　宅

　時

車いすをテーブルに
乗せて、あがりかまちと
同じ高さまで上げます。

車いすをあがりかまちに
向けて回転させます。

家の中へ進みます。

外

　出

　時

車いすを後ろ向きに
テーブルに乗せて、
回転させます。

テーブルを下げます。 家の外へ進みます。
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事前調査

あがりかまちあがりかまち

90cm

9
1
cm

あがりかまち
90cm

1
0
7
cm

あがりかまち
90cm

9
1
cm

あ
が
り
か
ま
ち

90cm

1
0
7
cm

あ
が
り
か
ま
ち

あ
が
り
か
ま
ち

あ
が
り
か
ま
ち

あ
が
り
か
ま
ち

スペースの確認1
玄関のスペースに電動リーチが設置できるか確認します。
【直進使用】

【直進使用】 【回転使用】

【直進使用】 【回転使用】

【回転使用】

●あがりかまちに
　あがる場合

●あがりかまちから
　降りる場合

玄関玄関 スロープ

モーター
ユニット

リーチを設置する前に住宅環境を調査し、レイアウトを決めます。

使用方向の確認2
玄関ドアに対してあがりかまちがどこにありますか？
●正面……【直進使用】 ●右側または左側……【回転使用】

車いすサイズの確認3

モーターユニットの位置の確認4
モーターユニットをどちらに向けて設置しますか？

後輪の幅が75cm以内のものを使用してください。

玄関 玄関
モーター
ユニット

シ
ュ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス

シ
ュ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス

※モーターユニットがシューズボックスの反対側にくるように設置してください。

テーブル内に収まるテーブル内に収まる

あがり
かまち

あがり
かまち

玄関 玄関

設置したときのすき間（A）が20cm以上ある場合は、後輪の幅（B）が
50cm以内、後輪のセンターと前輪の軸部までの距離（C）が55cm
以内のものを使用してください。
設置したときのすき間（A）が20cm未満の場合は、後輪の幅（B）が
50cm以内、後輪のセンターとステップの先端までの距離（D）が
65cm以内のものを使用してください。

玄関 （B）

（A）

（C）

（D）

玄関

シューズボックス

玄関

シューズボックス

モ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

※モーターカバー方向からの出入りはできません。
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設置方法

ベースフレームの設置1

①フレームユニットを平らな床の上に置きます。

②フレームユニットは進行方向のあがりかまちに対して1cm（目安）離して設置します。
・直進方向で使用される場合は、モーターは右、あるいは左側に設置されることになります。
・回転方向で使用される場合は、モーターはあがりかまちの反対側。
※モーターユニットの位置からの出入はできませんので向きには十分注意して設置してください。

モーターユニットの取り付け2

①フレームユニットからショートピンを取り外します。
ピンは割りピンを引き抜くと外せます。

②モーターフレームの受け部分とフレームユニットの
ローラー位置を合わせ、ゆっくりと差し込みます。
※床面をこすって傷つけないよう十分注意してください。

あがりかまち

あ
が
り
か
ま
ち

あがりかまちの上部が突出している場合は、内側に入り込まないように設置してください。
※ベースフレームを持って移動させてください。指をはさまないようご注意ください。

！ 注意
あがりかまちベース

フレーム

1cm目安

1cm目安

1cm目安

【直進使用の場合】 【回転使用の場合】
モーターユニット
取り付け位置

あがりかまち

受け部分

ローラー
フレームユニットのローラー

ローラー受け

5mmの六角レンチと13mm・17mmのスパナが必要です。工具は付属していません。

ショートピン
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設置方法

③モーターフレームをフレームユニットに取り付けます。
モーターフレームとフレームユニットの穴位置を合わせ、
①で外したショートピンを差し込み、割りピンで固定します。

割りピンの差し込みについて
右のイラストのように奥まで割りピンを差し込んでください。
ご使用中にピンが外れケガをするおそれがあります。

テーブルの準備4

①転落防止用ガードと転落防止用プレートをボルトとナット
ではさむようにして取り付けます。

　5mmの六角レンチおよび17mmのスパナを使用して
しめてください。
※転落防止用ガードの向きはコード
固定クリップのフック側を内側に
してください。

緊急用電源の取り付け3

①モーター前面のフタを開きます。
②中の電源ソケットに付属の9V角型乾電池を取り付けてください。（2ヶ所）

③乾電池をボックス内に収容し、フタを閉じてください。

あがりかまち側

緊急用電源に使用する電池には使用期限があります。
使用期限を超えた電池を装着したままにすると、液もれや破裂などのおそれがあったり、実際に使用したい
場合に動かないことがあります。
1度も使用していなくても使用期限が切れた電池は使用しないでください。
また、定期的に電池の使用期限を点検の上、交換をお願いします。

！ 注意

転落防止用ガード＋
転落防止用プレート

電源ソケット

9V角型乾電池

転落防止用ガード
転落防止用プレート
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設置方法

あがりかまち あがりかまち

あ
が
り
か
ま
ち

あ
が
り
か
ま
ち

②進入する側に、車輪止めプレートと固定プレートを一緒
にボルトとナットではさむようにして取り付けます。

　5mmの六角レンチおよび17mmのスパナを使用して
しめてください。

③転落防止ガード、車輪止めプレートを付けていない箇所
には、テーブル側面キャップを取り付けてください。

車輪止めプレート
固定プレート

テーブル側面キャップ

転落防止用ガードおよび車輪止めプレートの位置について

転落防止用ガードおよび車輪止めプレートは、全ての面に取り付け
可能です。
用途に応じて取り付け位置を決めてください。

転落防止用ガード＋転落防止用プレート

車輪止めプレート＋固定プレート

転落防止用ガード＋転落防止用プレート

車輪止めプレート＋固定プレート

車輪止めプレート＋固定プレート

【直進使用】

【回転使用】

玄関 玄関

玄関 モーター
ユニット

玄関

転落防止用ガード＋転落防止用プレート
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設置方法

テーブルの取り付け5

②設置場所を決め、フレームユニットにテーブルを取り付け
ます。
テーブルの向きを確認し、モーターの反対側に下側を
押し当てるようにテーブルを立て、モーターユニットを
外側に押しながらゆっくりとモーター側に倒してください。
手、足のはさみ込みには十分注意してください。

モーターユニット

テーブルを
押し当てる

モーターユニットを
外側へ押す

テーブル

③ネジの部分が全てテーブルにはまり、テーブルが水平に
なっていることを確認してください。（4ヶ所）

④ワッシャープレートとナットを取り付けます。（4ヶ所）
　17mmスパナでナットを確実にしめ付けてください。

⑤電源コードをコンセントに接続してください。

⑥（有線）リモコンを操作してテーブルを一番上まで上げ
てください。

①テーブル裏面のテーブル固定ピンを取り外します。
　ピンは割りピンを引き抜くと外せます。

テーブル固定ピン
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設置方法

1

■ON ECE

2 3 4 5 6

⑦テーブルを固定します。
　①で外したテーブル固定ピンをフレームとテーブル裏側
の接続部に差し込み、割りピンで固定します。

　テーブル固定ピンを取り付けた後、ロックされている
ことを確認してください。

テーブル固定ピン

設置状態の確認6

①ワイヤレス（無線）リモコンに電池を入れます。
※12V-23Aの乾電池を使用します。単5乾電池は使用できま
せん。（P14参照）

②（有線）リモコンおよびワイヤレス（無線）リモコンを
操作し、上昇・下降がスムーズに行えるか確認します。

12V-23A乾電池

【リモコン裏面カバー内】

③あがりかまちとの位置関係を確認します。
　（すき間1cm目安） あがりかまち あ

が
り
か
ま
ち

1cm目安

1cm目安

【直進使用の場合】

【真横から見た場合の位置】

【回転使用の場合】

④テーブルがかたむいていないか、ガタつきはないか確認します。
　ベースフレームの端にあるアジャスター（4ヶ所）を回して調整してください。

割りピンを下から差してください。

モーターユニットカバーの取り付け7

フック穴

①（有線）リモコンのフックを取り外します。

②リモコンをモーターユニットカバーの中を通し、上部の穴から引き出してください。
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設置方法

あがりかまち あがりかまち

あ
が
り
か
ま
ち

あ
が
り
か
ま
ち

③モーターユニットにカバーを取り付けます。
　ツメと穴の位置を合わせ、周りに注意にしながらカバー
をかぶせてください。

　電源コードは背面側の溝から出してください。

④側面下部（4ヶ所）と背面上部（1ヶ所）にあるモーター
ユニット取り付け穴にモーターユニット固定ネジを取り
付け、カバーを固定してください。

ツメ

⑤①で外したフックを取り付け、天面のフック穴に掛けて
収納します。

配線の固定8

昇降動作中の電源コードのはさみ込みを防止するため、設置後以下の要領で電源コードの配線を固定してください。

コード
【直進使用】 【回転使用】

玄関 玄関

コード固定クリップ

【背面上部】【側面下部】

コードをコード固定クリップ
に通し、固定します。
※コードカバーは必要に応じて
コードに巻いて使用してくだ
さい。

コードカバー

コード

コード固定
クリップ

玄関 モーター
ユニット

玄関

コード固定クリップ
コード
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設置方法

保護カバーの取り付け9

スロープの取り付け10

モーター側にモーター側保護カバーを、それ以外の面に側面用保護カバーを取り付けます。

テーブルに取り付けてある保護カバー取り付けフックに
取り付け用穴を通してください。

外側に向いているコード固定クリップのフックに取り付け
用リングを通してください。

【保護カバー取り付け位置】

取り付け用リング

モーター側保護カバー

側面用保護カバー

取り付け用穴

【モーター側保護カバー】
※取り付け用リング2ヶ所

【側面用保護カバー】
※取り付け用穴3ヶ所

テーブル

①リモコンを操作し、テーブルの高さを一番上まで上げます。

②左図を参照に、スロープを取り付ける側のベースフレームにスロープ固定金具をボルトと
ナットで取り付けてください。（2ヶ所）
※スロープは設置場所に応じて各面に取り付け可能です。

　5mmの六角レンチと13mmのスパナを使用してしめてください。

③スロープを設置します。
　スロープ固定金具の突起にスロープ裏面の溝をはめ込んでください。

スロープ固定金具

スロープ

5mmの六角レンチと13mmのスパナが必要です。工具は付属していません。

進入方向（玄関）

コード固定クリップ

テーブル

保護カバー
取り付けフック
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使用方法

あがりかまちの上部が突出している場合は、足先が
内側へ入り込まないよう注意してください。
上昇時に足をはさみ込み、ケガをするおそれがあります。！ 警告

電源コードや（有線）リモコンのコードをテーブルにはさまないよう注意してください。
コードが傷むことで漏電し、感電や火災のおそれがあります。またコードが断線し、本製品が動かなくなるおそれがあります。！ 注意

テーブル

あ
が
り
か
ま
ち

リフトの昇降

リフトの上昇1

①リモコンの『あがる』ボタンを押している間リフトが上昇
します。ボタンを離すと止まります。

②あがりかまちとテーブルが同じ高さになるように合わせ
ます。

あ
が
り
か
ま
ち

テーブル

リフトの下降2

リモコンの『さがる』ボタンを押している間リフトが下降
します。ボタンを離すと止まります。

①テーブルを下げるときはテーブル下に手や足を置かないでください。
はさみ込んでケガをするおそれがあります。

②テーブルをあがりかまちより高く上げた場合は、そのすき間に手や足を入れ
ないでください。
下降時にはさみ込んでケガをするおそれがあります。

！ 警告
テーブル

あ
が
り
か
ま
ち
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緊急時の対応方法

ワイヤレス（無線）リモコンの乾電池について

停電時

テーブルが上昇した状態で停電などにより下降できない
場合は、設置時に取付けた9V角型乾電池が緊急用電源と
して使用できます。
リモコンの下降ボタンを押してテーブルを下げてください。
※緊急用電源ではテーブルを上昇する事はできません。
※緊急用電源を使用しての下降動作は一度しかできません。

ワイヤレス（無線）リモコン用乾電池について

ワイヤレス（無線）リモコンは12V-23A乾電池を使用します。
お近くの家電量販店でお買い求めください。
なお、単5乾電池は使用できません。
※12V-23A乾電池は単5乾電池よりも少し小さいです。

12V 単3単4単5
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ペアリング№の確認方法

15

15 ペアリング№

【モーター側注意シール】 【ワイヤレス（無線）リモコン背面】

本製品は、ワイヤレス（無線）リモコンとモーターのペアリング№が一致しないと作動（通信）しません。
ペアリング№は1～64のパターンがあります。
製品出荷時は、ワイヤレス（無線）リモコン・モーターとも下記のように表示してペアリングしています。

製品のワイヤレス（無線）リモコンとモーターのペアリング№が一致しない場合は、㈱モルテン健康用品事業本部
お客様窓口までご連絡ください。
ワイヤレス（無線）リモコンやモーターを紛失または破損し、購入される場合は、注文時にペアリング№をご指定くだ
さい。ペアリング№を設定し、販売させていただきます。

株式会社 モルテン 健康用品事業本部 お客様窓口
TEL（082）842-9975

注意シール

ペアリング№

ペアリング№が同じ製品を近くで使用すると同時に作動することがあります。
ペアリング№が同じ製品を近くで使用しないでください。
同時に作動すると思わぬ事故やケガにつながるおそれがあります。

！ 警告
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分解方法

保護カバーの取り外し2

スロープの取り外し1

側面用保護カバーは取り付けフックから取り外します。モーター側保護カバーはコード固定クリップのフックから保護
カバーの取り付け用リングを抜いて取り外します。

①リモコンを操作し、テーブル高さを一番上まで上げます。

②スロープ固定金具からスロープを取り外してください。

③5mmの六角レンチと13mmのスパナを使用してボルトとナットを取り外し、ベースフレームからスロープ固定金具
を取り外してください。

スロープ固定金具

スロープ

5mmの六角レンチと13mmのスパナが必要です。工具は付属していません。

配線の取り外し3

コード固定クリップから
コードを外してください。 コード

コード固定
クリップ

テーブル
テーブルリブ部分

コード固定クリップ

テーブル

保護カバー
取り付けフック

【モーター側保護カバー】※取り付け用リング2ヶ所【側面用保護カバー】※取り付け用穴3ヶ所
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分解方法

モーターユニットカバーの取り外し4

②（有線）リモコンのフックを取り外し、モーターユニット
カバーを外しながら（有線）リモコンをモーターユニット
カバーの穴に入れ、カバーを取り外します。
取り外したフックは紛失防止のため、（有線）リモコンに
取り付けておいてください。

①側面下部（4ヶ所）と背面上部（1ヶ所）にあるモーター
ユニット固定ネジを取り外してください。

【背面上部】【側面下部】

緊急用電源の取り外し5

テーブルの取り外し6

①テーブルの固定を外します。
　フレームとテーブルを固定しているピンを外してください。

①モーター前面のフタを開きます。
②中の電源ソケットから付属の9V角型乾電池を取り外してください。（2ヶ所）

③電源ソケットをボックス内に収容し、フタを閉じてください。

電源ソケット

9V角型乾電池

テーブル固定ピン

【真横から見た場合の位置】
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分解方法

②（有線）リモコンを操作してテーブルを一番下まで下げ
てください。

③電源コードをコンセントから抜いてください。

④17mmスパナでナット・ワッシャープレートを取り外し
ます。（4ヶ所）

⑤モーターユニットを外側に押しながらモーターユニット
側からゆっくりとテーブルを起こしてください。
手、足のはさみ込みには十分注意してください。

モーターユニット

モーターユニットを
外側へ押す

テーブル

⑥①で外したテーブル固定ピンは紛失防止のため、テーブル
裏面の元の穴に取り付けておいてください。（2ヶ所）

モーターユニットの取り外し7

①モーターフレームを取り外します。
モーターフレームとフレームユニットを固定している
ショートピンを外してください。

テーブル固定ピン
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分解方法

②モーターフレームを倒しながら、フレームユニットから
ゆっくり取り外してください。
※床面をこすって傷つけないよう十分注意してください。

受け部分

③①で外したショートピンは紛失防止のため、フレーム
ユニットの元の穴に取り付けておいてください。ショートピン
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お手入れ方法

運搬方法

保管方法

中性洗剤

テーブルおよびフレームの運搬方法

【テーブルを運搬する場合】
表面を自分側に向け、両端を持って運んでください。

【フレームを運搬する場合】
フレームの上部持って運んでください。

長期間にわたり使用しない場合は、下記の点にご注意ください。

他のものと重ねて置いたり、不安定な状態で立て置き保管はしないでください。
重いものを上に載せないでください。（変形の原因になる場合があります）
汚れを取り除き、よく乾燥させて保管してください。
材質や色が変化するおそれがあるので、直射日光の当たらない場所で保管してください。

！

！

消毒する場合は、アルコール消毒剤などを柔らかい布に吹き付けてから清拭して
ください。
清拭する場合は、中性洗剤を水で薄め柔らかい布に浸し、よく絞ってから清拭して
ください。仕上げに乾いた布で拭き取ってください。

次亜塩素酸を使用する場合は、6％水溶液を100～200倍に希釈して清拭し、仕上げに水拭きしてください。
有機溶剤（シンナーやベンジンなど）、強酸性洗剤は使用しないでください。
オゾンガスは金属部分に影響を与えるため、使用しないでください。
60℃以上の温度を加えないでください。
金属ブラシ、ナイロンたわしなどはキズをつけるため、使用しないでください。

【テーブルを運搬する場合】 【フレームを運搬する場合】

①足の上に落とさないよう十分注意してください。
②フレームを運搬する場合は、フレームの間に手を
はさまないように十分注意してください。

！ 注意
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点検項目

このようなときには

下記の点検項目を確認してください。
異常があった場合は、お求めの販売店または㈱モルテン健康用品事業本部お客様窓口までご相談ください。

点 検 項 目 確　認

ＹＥＳ
□

ＮＯ
P10参照

2
・ガタつきはありませんか?
テーブル、フレームユニット、モーターカバーの確認

ＹＥＳ
□

ＮＯ7
・確実に固定されていますか？
ボルト・ナット、ロングピン、ショートピンの確認

ＹＥＳ
□

ＮＯ
P9参照

8
・確実に固定されていますか？
テーブル固定ピン、テーブルキャップの確認

ＹＥＳ
□

ＮＯ
P12参照

9
・確実に取り付けていますか？
保護カバーの確認

ＹＥＳ
□

ＮＯ
P10参照

1 ・テーブルとあがりかまちが接触していたり、すき間が広すぎたりして
　いませんか？

あがりかまちとのすき間の確認（1cm目安）

ＹＥＳ
□

ＮＯ
P7参照

5 ・9V角型乾電池を2ヶ取り付けましたか？
・9V角型乾電池の使用期限は切れていませんか？

緊急用電源の確認

ＹＥＳ
□

ＮＯ
P10参照

3
・上昇、下降の動作がスムーズにできますか？
動作の確認

ＹＥＳ
□

ＮＯ4
・異音がしていませんか？
モーターの確認

ＹＥＳ
□

ＮＯ
P11参照

6 ・電源コードとリモコンコードがテーブルやフレームにはさまれて
　いませんか？
・きちんと配線が固定されていますか？

配線の確認

症　状

テーブルが
上昇・下降しない

確　認 処　置

電源コードがコンセントに
接続されていますか？

電源コードをコンセントに接続してください。
（P9参照）

（有線）リモコンのコードが
外れていませんか？

（有線）リモコンのコードをモーターに
正しく接続してください。

ワイヤレス（無線）リモコンの電池が
消耗していませんか？

12V-23A乾電池を交換してください。
（P10、P14参照）

ワイヤレス（無線）リモコンに
単5電池を使用していませんか？

12V-23A乾電池に交換してください。
（P10、P14参照）

【モーターを上から見た図】

（有線）リモコンコード

電源コード
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このようなときには

仕 様

リーチ<電動式＞ 品番：MREAD

●素　　　　　材：スチール
●本 体 サ イ ズ：最低時＝幅90×長さ91×高さ72cm（テーブル高さ4cm）
　　 　 　 　 　　最高時＝幅90×長さ91×高さ108cm（テーブル高さ40cm）
　　 　 　 　 　　最大耐荷重（保持）＝150kg　　最大上昇荷重＝120kg
●昇降用モーター：AC100V 50/60Hz 120W
●重　　　　　量：52kg

車輪止めプレート
2.5cm

転落防止用プレート
10cm

【最低時】 【最高時】

76cm

90cm

78cm

9
1
cm

1
6
cm

3
7
cm

6
8
cm

4
0
cm

6
8
cm

4
cm

症　状

全体がガタつく

確　認 処　置

アジャスターが浮いていませんか？
アジャスターが浮かないように
床面につくまで下げてください。（P10参照）

テーブルが
上昇するが下降しない

テーブルが
上昇・下降しない

テーブル下側に何か入っていたり、
何かに引っかかっていませんか？

引っかかっているものを取り除いてください。

上昇の動きがおかしい 連続運転していませんか？ 30分後に再操作してください。

120kg以上の荷重が
かかっていませんか？

上昇可能な最大上昇荷重は120kgまでです。
（最大耐荷重〈保持〉は150kgまで）

上記の処置で直らなかった場合、またはその他の現象の場合は、お求めの販売店または
㈱モルテン 健康用品事業本部 お客様窓口までご相談ください。

株式会社 モルテン 健康用品事業本部 お客様窓口
TEL（082）578-9226

〈電話による受付時間〉月曜日～金曜日／9：00～17：00 ※祝祭日、年末年始、ゴールデンウィーク、夏季休業日など弊社休業日を除く
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本製品の取扱説明書と使用方法動画は
下記QRコードからダウンロードいただ
けます。

開発・製造元
ISO9001認証取得
ISO13485認証取得
※床ずれ防止マットレス・体動センサの設計、
　製造および付帯サービスにて取得

動画で見る製品情報取扱説明書

東京  札幌  仙台  埼玉  名古屋  大阪  広島  福岡

2022.10

〈電話による受付時間〉月曜日～金曜日／9：00～17：00
※祝祭日、年末年始、ゴールデンウィーク、夏季休業日など弊社休業日を除く

〒733-0036　広島市西区観音新町四丁目10-97-21

TEL.082-578-9226
E-mail:health@molten.co.jp


